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令和４年４月 30日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立神奈川工業高等学校（定時制）   

  

令和４年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

工業の専門性の
向上を図り、実
際的・体験的学
習に重点を置く
とともに、産業
界の求める人材
を育成するため
の新しい教育課
程を編成し、学
校全体でカリキ
ュラム・マネジ
メントに取り組
む。 

①学び直しや生
徒の自学自習
に よ り 、 知
識・技能の習
得 の み な ら
ず、生徒が主
体的に学ぶ意
欲を高め、活
用する力を育
む魅力ある授
業の展開を目
指す。 

②工業に関する
専門性の向上
を図る教育に
重点を置き、
産業界との連
携 を 図 り つ
つ、教科・科
目の適切な設
置を図れるよ
う 編 成 を 行
う。 

③オンライン授
業の環境整備
に努め、技術
向上を目指し
た研修会等の
充実を図ると
ともに、継続
的かつ組織的
な授業改善に
取り組む。 

①プリントなど
の補助教材の
活用や、ＴＴ
などによるき
めの細かい指
導を行うこと
で、基本的な
知識・技能の
習 得 を 目 指
す。 

②生徒自らが課
題を解決する
ために必要な
思考力・判断
力・表現力等
の育成が図れ
るようなカリ
キュラムの編
成や授業計画
の 策 定 を 行
う。 

③継続的に研修
を 行 う こ と
で、情報機器
の実践的な活
用方法などの
技術の習得を
図る。また、
テーマを設定
した研究授業
の開催など組
織的な授業改
善に努める。 

 

①生徒自身が主体
的に学習に取り
組む姿勢が見ら
れたか。身に付
けた知識を活用
する姿勢が見ら
れたか。 

②学習環境の整備
を進め、生徒の
学習意欲と学力
の向上につなげ
ることができた
か。生徒自らが
課題に取り組み
解決するための
指導が実践でき
たか。 

③オンライン授業
へ の環境 を整
え、授業実践の
ための技術や情
報を共有するこ
とができたか。
授業者と参観者
が研究授業のテ
ーマを共有し、
研修を行い、組
織的に授業改善
を進めることが
できたか。 

     

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

①豊かな人間性
の育成を図る
とともに、個
に応じた生徒
支援と相談体
制の一層の充
実により生徒
理解に努め、
生徒が安心し
て学べる学校
づくりを進め
る。 

②社会的・職業
的に自立した
人材の育成を
めざす。 

③部活動の活性
化を図る。 

 
 

①個に応じた支
援体制の充実
をめざし、職
員研修および
情報共有の充
実を図る。 

②生徒が参加で 
きる学校行事 
の運営を目指 
す。 

 

① 職員研修を実
施し、心の健
全・身体の安
全等に関する
支援スキルを
向上させ、教
育相談報告会
等を実施し、
情報共有と生
徒理解を深め
る。 

②生徒会や委員
会の生徒を中
心に学校行事
を運営する。 

 

①生徒個々の理解
を深め、個に応
じた支援・指導
を実施すること
ができたか。 

 生徒の日常行動
や意識が向上し
たか。 

② 生徒が中心とな
って行事の運営
や実施ができた
か。 
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３ 進路指導・支援 

入学から卒業ま
での体系化した
キャリア教育を
確実に実践し、
社会を構成する
一員としての自
覚を育む進路指
導・支援に取り
組む。 

①改訂したキャ
リア教育実践
プログラムを
教員・生徒に
共有し、それ
に基づいた進
路ガイダンス
やＬＨＲを計
画的に実施し
ていく。 

② 教 室 ・ 職 員
室・ホームペ
ージへの掲載
を す る こ と
で、内外に情
報を伝えてい
く。 

①進路ガイダン
スやＬＨＲは
内部での情報
の共有と蓄積
に加えて、外
部の活用を活
発にすること
でキャリア教
育目標の実現
を 図 っ て い
く。 

 

①情報を発信し、
教員・生徒に理
解してもらえた
か。 

①進路ガイダンス
やＬＨＲが内外
を活用すること
で、生徒にとっ
て進路実現につ
ながる機会とな
ったか。 

     

４ 地域等との協働 

地域・企業との
連携・協働を通
して教育活動を
活性化させ、地
域に開かれた信
頼される学校づ
くりを推進す
る。 

①地域行事への
生徒参加を促
し、地域貢献
清掃活動の定
期的な実施を
計画する。 

②学校ＰＲのた
め学校ホーム
ページを活用
して、中学生
やその保護者
等へ学校情報
の発信に努め
る。 

①地域貢献清掃
回 数 を 増 や
し、地域のイ
ベントに生徒
が参加できる
環境を作る。 

②学校ホームペ
ージの定期的
な更新に努め
るとともに、
学校説明会等
を通して、中
学生や保護者
等の本校への
理解を深めさ
せる。 

 

①地域清掃活動の
回 数が増 えた
か、また地域活
動に生徒が参加
することができ
たか。 

②学校ホームペー
ジによる情報発
信の回数が増え
たか。学校説明
会等における本
校への理解につ
いて、アンケー
トの回答に向上
がみられたか。 

     

５ 
学校管理 
学校運営 

①事故防止の徹
底に取り組む
とともに、防
災意識を高め
学校防災力の
向上を図る。 

②生徒と向き合
う時間を確保
するため、組
織的な学校運
営と校務の効
率化を図る。 

 
 

①信頼される学
校づくりを目
指して事故防
止に努めると
ともに、生徒
に防災意識を
持って訓練に
取り組む姿勢
を身に付けさ
せる。 

②会議や連絡事
項について、
職員連絡ツー
ル(Teams)を活
用して効率化
を図り、生徒
に向き合う時
間 を 確 保 す
る。 

 

①私費会計処理
の適正処理を
徹底するとと
もに不祥事事
故の防止に全
職員が取り組
む。 

②職員連絡ツー
ル(Teams)を活
用し、職員間
の連絡を効率
よく行う。 

①私費会計監査の
指摘事項及び不
祥事がゼロにな
ったか。 

①年２回の避難訓
練及びＤＩＧ訓
練を実施できた
か。 

②Teams 掲示板を
効 率的に 活用
し、職員間での
指示連絡が円滑
に行えたか。 

     

 


